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Q１ 現在の研究内容を教えてください。 
生物流体力学、特に精子のような微小生物の遊泳を、数学的・力学的な観点から研究

しています。 
   Q２ どのように研究の道を志しましたか？  

 出身が奈良ということもあり、子供の頃は考古学者（「となりのトトロ」のサツキと

メイのお父さん）に憧れていました。身の回りの自然を理解したくて理学部に入り、学

部の頃は量子物性論を学びました。ある日、川の流れを眺めていて自然の複雑さを改め

て感じたことから、流体力学に魅了され、大学院から数学に移り流体力学の研究を始め

ました。 
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Q３ なぜ数理科学から生物の研究を？ 

 M1のときに、海外の数学者の講演で、日本ではあまり知られてい

なかった生物流体力学と精子遊泳への応用の話を聞いたことがきっか

けです、D1のときに、その講演者の先生のところに短期留学する機

会あり、精子の遊泳ダイナミクスの研究を続けて今に至ります。 

 
 Q４ 研究の面白いところは？ 

 精子のような微小生物の遊泳は、我々ヒトや魚とは推進のメカニズ

ムが大きく異なっています。ミクロの世界では流体の粘性効果が大き

くなるので、そこでの現象には人間の経験的な理解（直感）が及びま

せん。その代わりに力学の式を解くことで、微小生物が「どんな感

じ」で生きているのか疑似体験できるところが面白いと思います。 

Q5 研究者・学生へのメッセージ 

 数学者が生物について話すのはなんだか奇妙に思われるかも

しれませんが、数式から導かれることが必ずしも机上の空論と

いう訳ではありません。実験室で積み重ねられてきた観察に少

し力学的・数理的な洞察を加えることで一気に解明されるプロ

セスも意外に多くあります。分野を超えた共同研究は容易なこ

とではありませんが、「継続は力なり」の精神で、様々な研究

者との出会いと対話を大切にしたいと思っています。 


